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（ ）移動式クレーンに関する知識

問 １ 移動式クレーンの用語について、次のうち誤ってい

るものはどれか。

（１）ジブとは、上部旋回体の一端を支点として荷をつ

る腕をいう。

（２）主巻とは、通常、２セットの巻上装置のうち、巻

上げ用ワイヤロープの巻掛け数を複数にして荷をつ

るロープ側のことをいう。

（３）ジブの傾斜角を大きくすることをジブの下げ、小

さくすることをジブの上げという。

（４）定格荷重とは、移動式クレーンの構造及び材料並

びにジブの傾斜角及び長さに応じて負荷させること

ができる最大の荷重からつり具の質量を除いた荷重

をいう。

（５）揚程とは、ジブの長さ、ジブの傾斜角に応じてつ

り具を有効に上下させることができる上限と下限と

の間の垂直距離をいう。

問 ２ ワイヤロープに関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）ワイヤロープのよりの方向には、「Ｓより」と

「Ｚより」があり、一般に「Ｓより」が多い。

（２）「Ｓより」のワイヤロープは、ロープを縦にした

ときにストランドが左上から右下へよられている。

（３）フィラー形２９本線６よりロープ心入りは、

「ＩＷＲＣ６×Ｆｉ(２９)」と表示される。

（４）「普通より」のワイヤーロープは、ロープのより

の方向とストランドのよりの方向が反対のより方を

している。

（５）フィラー形のワイヤロープは、フィラー形以外の

ものに比べ、局部的摩擦による素線の切断が少なく、

形崩れを起こすことも少ない。

問 ３ クローラクレーンに関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）クローラクレーンは、比較的軟弱な地盤でも走行

できるが、走行速度はきわめて遅い。

（２）クローラクレーン用台車は、遊動輪を駆動するこ

とにより走行フレームの下部ローラがクローラの上

を回転し前進する。

（３）クローラは、シューをリンクにボルトで取り付け

る組立式とシューをピンでつなぎ合わせる一体式と

に分類される。

（４）クローラベルトの調整装置は、フレームを前後方

向に移動させ、ベルトの張り具合を調整するもので

ある。

（５）平均接地圧（kＮ/ｍ ）は、全装備質量（ｔ）に２

９.８（ｍ/ｓ ）を掛けた数値を、クローラの接地２

する総面積（ｍ ）で割ったもので表される。２

問 ４ 移動式クレーンの巻上装置に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）巻上装置の減速機は、歯車を用いて油圧モータの

回転数を減速して必要なトルクを得るためのもので、

一般に平歯車減速式又は遊星歯車減速式が使用され

ている。

（２）巻上装置のドラムには、主巻ドラム、補巻ドラム

のほか、第三ドラムを装備した機種もある。

（３）巻上装置のクラッチは、巻上ドラムに回転を伝達

又は遮断するもので、クラッチドラムの内部に設け

られ、油圧シリンダによって外周方向に拡がる摩擦

板がドラム軸に固定されている。

（４）巻上ドラムには、クラッチレバーの操作にかかわ

らず、常時、自動的にブレーキが作用している。

（５）巻上ドラムの自動ブレーキの開放は、ブレーキバ

ンドを締め付けるスプリング力を油圧シリンダで開

放する機構になっている。



問 ５ 移動式クレーンの種類、形式等に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）オールテレーンクレーンの下部走行体には、前後

輪駆動・前後輪操向が可能な専用キャリアが用いら

れ、道路上での高速走行性と不整地走行性を有して

いる。

（２）レッカー形トラッククレーンは、トラックシャシ

をサブフレームで補強してアウトリガーを備え、ク

レーン装置を架装したものである。

（３）ラフテレーンクレーンは、原動機を走行用とクレ

ーン作業用に別々に設置している。

（４）車両積載形トラッククレーンの下部走行体には、

一般に、通常の貨物運搬トラックのシャシを補強し

たものが使用されている。

（５）トラッククレーン用のキャリアは、搭載される上

部旋回体の質量によって前輪が１軸から３軸、後輪

が１軸から４軸になっている。

問 ６ 移動式クレーンの上部旋回体に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）旋回フレームは、上部旋回体の基盤となる溶接構

造のフレームで、旋回支持体を介して下部機構に取

り付けられている。

（２）旋回支持体は、ボールベアリング式の構造のもの

が多い。

（３）旋回フレームには、ジブ取付けブラケットがあり、

ジブ下部は、このブラケットにポイントピンで接合

されている。

（４）ラフテレーンクレーンの上部旋回体は、旋回フレ

ーム上に巻上装置、運転室等が設置され、旋回フレ

ームの後方にカウンタウエイトが取り付けられてい

る。

（５）クローラクレーンのＡフレームは、ジブの起伏を

ワイヤーロープを用いて行うために装備されている。
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問 ７ 次の図は、移動式クレーンの性能曲線を模式的にあ

らわしたものである。図の直線又は曲線①、②、③が

示すものの組合せとして正しいものは(１)～(５)のう

ちどれか。

ただし、Ａ、Ｂ、Ｃは次のとおりとする。

Ａ：巻上装置の能力により許容できる荷重

Ｂ：ジブ等の強度により許容できる荷重

Ｃ：機体の安定により許容できる荷重

曲線① 直線② 曲線③

（１） Ａ Ｂ Ｃ

（２） Ａ Ｃ Ｂ

（３） Ｂ Ａ Ｃ

（４） Ｃ Ａ Ｂ

（５） Ｃ Ｂ Ａ

問 ８ 移動式クレーンのフロントアタッチメントに関し、

次のうち誤っているものはどれか。

（１）タグラインは、旋回やジブ起伏を行うとき、グラ

ブバケット等が振れたり回転したりしないようにワ

イヤロープでグラブバケット等を軽く引っ張ってお

く装置である。

（２）箱形構造ジブの伸縮方式には、二段目以降のジブ

が順番に伸縮する順次伸縮方式と、同時に伸縮する

同時伸縮方式とがある。

（３）ペンダントロープは、上部スプレッダと下部スプ

レッダの滑車を通して両スプレッダを接続し、ジブ

を支えるワイヤロープである。

（４）ラチス構造のジブを継ぎ合わせる方法としては、

一般にピンで継ぐ方法が採用されている。

（５）ジブの傾斜角を変える方式としては、起伏シリン

ダの伸縮によるものと、起伏用ワイヤロープの巻取

り、巻戻しによるものとがある。

定
格
総
荷
重

①

②

③
定格総荷重曲線

作業半径



問 ９ 移動式クレーンの安全装置に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）玉掛け用ワイヤロープの外れ止め装置は、シーブ

から玉掛け用ワイヤロープが外れるのを防止する装

置である。

（２）過負荷防止装置は、つり荷の巻上げ、ジブの下げ

又は伸ばしの作動を行う場合、つり荷の荷重が定格

荷重を超えようとしたときに警報を発し、定格荷重

を超えたときに、作動を停止させる装置である。

（３）ジブ起伏停止装置は、ジブの起こし過ぎによるジ

ブの折損や後方への転倒を防止する装置である。

（４）巻過防止装置は、巻上げやジブ伸ばし時に、フッ

クブロックが上限の高さまで巻き上がると、自動的

に巻上げの作動を停止させる装置である。

（５）油圧式の移動式クレーンには、過負荷や衝撃荷重

により油圧回路内に異常に高い圧力が発生するのを

防止する安全弁が、各油圧回路に取り付けられてい

る。

問１０ 移動式クレーンの自主検査について、次の現象とそ

れを把握する検査方法との組合わせのうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）油漏れ（外部微量漏れ）

…… 漏れ部分を清掃し、吸湿性のある粉末

等で変化する程度により調べる。

（２）変形 …… 元の形状・寸法をあらかじめ知ったう

えで、基準との定量的な差によって判断

する。

（３）発熱 …… あらかじめ機械の能力と判定基準の範

囲を理解したうえで、基準と比較して判

断する。

（４）異音 (運転中のもの）

…… テストハンマーの音によって調べる。

（５）劣化 …… 稼働時間や使用されてきた状態をもと

に、判定基準から現象を定量的に判断する。
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（原動機及び電気に関する知識）

問１１ ディーゼルエンジンの作動に関し、次のうち正しい

ものはどれか。

（１）２サイクルエンジンは、吸入、燃焼、圧縮、排気

の順序で作動する。

（２）２サイクルエンジンは、ピストンが２往復するご

とに動力を発生する。

（３）４サイクルエンジンの排気行程では、吸気と排気

バルブは、ほぼ同時に開く。

（４）４サイクルエンジンは、クランク軸が４回転する

ごとに動力を発生する。

（５）ディーゼルエンジンは、高温高圧の空気の中に軽

油等を噴射して燃焼させる。

問１２ ディーゼルエンジンに取り付けられる装置等に関し、

次のうち誤っているものはどれか。

（１）タイミングギヤは、カム軸とクランク軸の間に組

み込み、エンジンの各行程が必要とするときに吸・

排気バルブの開閉を行わせる歯車装置である。

（２）ガバナは、エンジンの出力を増加させ、又は掃気

を行うために、空気をシリンダ内に強制的に送り込

む装置である。

（３）燃料噴射ノズルは、燃料噴射ポンプから送られた

高圧の燃料を、燃焼室内へ霧状に噴射させるもので

ある。

（４）フライホールは、ピストンの４行程のうち、エネ

ルギを発する燃焼工程のエネルギを一時蓄えてクラ

ンク軸の回転を円滑にする装置である。

（５）冷却装置は、燃焼が行われて高温になったシリン

ダを冷却するもので、空冷式と水冷式とがある。

問１３ 油圧装置の特徴として、誤っているものは次のうち

どれか。

（１）一定の回転力を出すのに、機械式や電気式に比べて、

装置が大型で機構が複雑になる。

（２）作動油は可燃性で、油漏れを生じやすく、ごみに

弱い。

（３）力の向き、大きさなどの力の制御が、小さな力で

容易に操作できる。

（４）油圧ポンプからの油を分流するだけで、動力の分

配が容易にできる。

（５）作動油の温度によって機械の効率が変わる。



問１４ 油圧装置の保守に関し、次のうち不適切なものはど

れか。

（１）油圧配管系統は、接続部を重点として、圧油の漏

れがないか、毎日点検する。

（２）作動油中に金属粉が混入すると、速度低下、圧力

上昇不良、油漏れ等の原因となる。

（３）配管を取り外した後、配管内に空気が残ったまま

で高速回転し全負荷運転すると、ポンプの油漏れの

原因となる。

（４）フィルタは、一般には、３か月に１回程度、エレ

メントを取り外して掃除する。

（５）フィルタエレメントの洗浄は、一般には、溶剤に

長時間浸した後、ブラシ洗いをして、エレメントの

内側から外側へ圧縮空気で吹く。

問１５ プランジャポンプの機構、特徴として、誤っている

ものは次のうちどれか。

（１）ピストンの往復運動により油の吸込み、吐出しを

行う機構である。

（２）歯車ポンプに比べて、高圧、大容量の脈動の少な

い圧油が得られる。

（３）シリンダとプランジャのしゅう動部分が長いため

油漏れが多い。

（４）可変容量形のものは、流量制御弁がなくても流量

の加減ができる。

（５）歯車ポンプに比べて、構造が複雑で部品数が多い。

問１６ 油圧制御弁に関する次の文中の 内に入れるＡ

からＣまでの語句の組合せとして、正しいものは(１)

～(５)のうちどれか。

「移動式クレーンに使われる油圧制御弁を機能別に

分類すると、圧力制御弁、流量制御弁、方向制御弁の

３種がある。その例をあげると、圧力制御弁には

Ａ があり、流量制御弁には Ｂ があり、方向制

御弁には Ｃ がある。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）シーケンス弁 絞 り 弁 逆 止 め 弁

（２）アンロード弁 減 圧 弁 方向切換弁

（３）減 圧 弁 絞 り 弁 リリ ーフ弁

（４）逆 止 め 弁 リリーフ弁 シーケンス弁

（５）リリ ーフ弁 逆 止 め 弁 アンロード弁
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問１７ 油圧装置の付属機器に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）作動油タンクは、作動油を貯めておくもので、作

動油を浄化するための付属品を備えている。

（２）圧力計は、油圧回路内の圧力を計る計器で、一般

にブルドン管式圧力計が用いられている。

（３）アキュムレータは、シェル内をブラダにより油室

とガス室に分け、ガス室に窒素ガスを封入すること

によって圧油を貯蔵する機能を有している。

（４）クーラーは、発熱量の多い使用状況のときに、作

動油の油温を１１０～１２０℃以下に冷却するため

に用いられている。

（５）ラインフィルタは、油圧回路を流れる作動油をろ

過してごみを取り除くもので、圧力管路用のものと

戻り管路用のものとがある。

問１８ 次のうち、電気の絶縁体のみの組合せはどれか。

（１）ゴム 空気

（２）鋳鉄 アルミニウム

（３）銅 磁器

（４）ステンレス ポリ塩化ビニル樹脂

（５）ガラス 鋼

問１９ 作動油の外観による判別方法について、次の外観と

対策との組合せとして、誤っているものはどれか。

（１）透明度はあるが黒点がある。

…… 油を交換するか又はろ過して再使用する。

（２）乳白色に変化している。

…… 油を交換するか又は水分を分離する。

（３）泡立っている。

…… 油を交換する。

（４）透明度はあるが色が薄い。

…… 粘度を調べてよければそのまま使用する。

（５）黒褐色で悪臭がある。

…… 油をろ過して再使用する。

問２０ 電気に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）家庭の電灯や電化製品には単相交流が使用されて

いる。

（２）変電所や開閉所等から家庭や工場等に電力を送る

ことを配電という。

（３）発電所から変電所や開閉所等には、一般に高圧

（６６００Ｖ）で電力が送られる。

（４）工場の動力電源としては、２００Ｖ及び４００Ｖ

級の三相交流が主として使用されている。

（５）交流電力の周波数は、おおむね東日本では５０Ｈz、

西日本では６０Ｈzである。



（ 関 係 法 令 ）

問２１ 設置されているつり上げ荷重５ｔの移動式クレーン

の次の部分を変更しようとするとき、法令上、移動式

クレーン変更届を提出する必要がないものはどれか。

（１）ジブ

（２）原動機

（３）ブレーキ

（４）過負荷防止装置

（５）つり上げ機構

問２２ 移動式クレーン検査証（以下「検査証」という。）

に関し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）移動式クレーンを設置している者は、検査証を損

傷したときは、再交付を受けなければならない。

（２）検査証の有効期間は、原則として２年である。

（３）移動式クレーンの変更検査に合格したときは、検

査証の有効期間が更新される。

（４）事業者は、移動式クレーンを用いて作業を行うと

きは、当該移動式クレーンにその検査証を備え付け

ておかなければならない。

（５）移動式クレーンを設置している者が当該移動式ク

レーンの使用を廃止したときは、検査証を返還しな

ければならない。

問２３ 次の文中の 内に入れるＡ及びＢの語句の組合

せとして、法令上、正しいものは(１)～(５)のうちど

れか。

「事業者は、移動式クレーンについては、移動式クレ

ーン Ａ に記載されている Ｂ （つり上げ荷重が

３トン未満の移動式クレーンにあっては、これを製造

した者が指定した Ｂ ）の範囲をこえて使用して

はならない。」

Ａ Ｂ

（１）設置報告書 つり上げ荷重

（２）設置報告書 定 格 荷 重

（３）明 細 書 ジブの傾斜角

（４）明 細 書 定 格 速 度

（５）検 査 証 ジブの傾斜角
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問２４ 移動式クレーンを用いて作業を行う場合、移動式ク

レーンの転倒等による危険を防止するため、法令上、

事業者があらかじめ定めなければならない事項に該当

しないものは次のうちどれか。

（１）移動式クレーンによる作業の方法

（２）移動式クレーンの転倒を防止するための方法

（３）移動式クレーンによる作業に係る労働者の配置

（４）移動式クレーンによる作業に係る指揮の系統

（５）移動式クレーンの安全弁の機能の確認の方法

問２５ 移動式クレーンの自主検査又は点検に関し、法令上、

誤っているものは次のうちどれか。

（１）１年以内ごとに１回行う定期自主検査においては、

移動式クレーンにつり上げ荷重に相当する荷重の荷

をつって荷重試験を行わなければならない。

（２）１月以内ごとに１回行う定期自主検査においては、

ブレーキの異常の有無についても、検査を行わなけ

ればならない。

（３）作業開始前の点検においては、コントロ－ラーの

機能についても、点検を行わなければならない。

（４）１年をこえる期間使用しない移動式クレーンの当

該使用しない期間は、定期自主検査を行わなくても

よい。

（５）定期自主検査又は作業開始前の点検を行い、異常

を認めたときは、直ちに補修しなければならない。

問２６ 移動式クレーンの玉掛用具として、法令上、使用す

ることが禁止されていないものは次のうちどれか。

（１）キンクしたワイヤロープ

（２）公称径が２８mmのワイヤロープで、直径が２６mm

に減少しているもの

（３）き裂があるつりチェーン

（４）著しい損傷がある繊維ベルト

（５）構成６×２４のワイヤロープで、ワイヤロープ１

よりの間に１２本の素線が切断しているもの



問２７ 移動式クレーンの使用に関し、法令上、正しいもの

は次のうちどれか。

（１）移動式クレーン検査証を受けた移動式クレーンは、

検査証とともにするのでなければ、貸与することは

できない。

（２）油圧を動力として用いる移動式クレーンの安全弁

は、最大の定格荷重に相当する荷重をかけたときの

油圧に相当する圧力以上で作用するように調整して

おかなければならない。

（３）移動式クレーンを用いて作業を行うときは、移動

式クレーンの運転者及び玉掛けをする者が当該移動

式クレーンのつり上げ荷重を常時知ることができる

よう、表示その他の措置を講じなければならない。

（４）地盤が軟弱なため移動式クレーンが転倒するおそ

れのある場所で移動式クレーンを用いる場合は、鉄

板を敷設するか又は監視人を配置して作業しなけれ

ばならない。

（５）移動式クレーンの運転者を、荷をつったままで運

転位置から離れさせるときは、原動機を止め、かつ、

ブレーキを確実にかける等の措置を講じなければな

らない。

問２８ つり上げ荷重１０ｔの移動式クレーンの検査に関し、

法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）移動式クレーンを製造した者は、製造検査を受け

なければならない。

（２）使用を廃止した移動式クレーンを再び設置しよう

とする者は、使用検査を受けなければならない。

（３）使用を休止した移動式クレーンを再び使用しよう

とする者は、使用再開検査を受けなければならない。

（４）移動式クレーンの性能検査は、所轄都道府県労働

局長が行う。

（５）移動式クレーンの変更検査は、所轄労働基準監督

署長が行う。

移 ク

６／８

問２９ 移動式クレーン運転士免許に関し、法令上、誤って

いるものは次のうちどれか。

（１）つり上げ荷重が４０ｔのラフテレーンクレーンの

運転の業務に従事するときは、免許証を携帯しなけ

ればならない。

（２）免許証を他人に譲渡又は貸与したときは、免許の

取消し又は６月以下の免許の効力の停止の処分を受

けることがある。

（３）満１８歳に満たない者は、免許を受けることはで

きない。

（４）重大な過失により、移動式クレーンの運転に関し

て重大な事故を起こしたときは、免許を取り消され

ることがある。

（５）免許証の交付を受けた者は、本籍を変更したとき

は、免許証の書替えを所轄労働基準監督署長から受

けなければならない。

問３０ 移動式クレーンの運転（道路上を走行させる運転を

除く。）又は玉掛けの業務に関し、法令上、誤ってい

るものは次のうちどれか。

（１）移動式クレーン運転士免許を受けた者は、つり上

げ荷重１５ｔの移動式クレーンの運転の業務に就く

ことができる。

（２）小型移動式クレーン運転技能講習を修了した者は、

つり上げ荷重３ｔの移動式クレーンの運転の業務に

就くことができる。

（３）移動式クレーンの運転の業務に係る特別の教育を

受けた者は、つり上げ荷重１ｔの移動式クレーンの

運転の業務に就くことができる。

（４）玉掛け技能講習を修了した者は、つり上げ荷重５

ｔの移動式クレーンの玉掛けの業務に就くことがで

きる。

（５）玉掛けの業務に係る特別の教育を受けた者は、つ

り上げ荷重０.６ｔの移動式クレーンの玉掛けの業

務に就くことができる。



（次の科目の免除者は問３１～問４０は解答しないで下さい。）

（移動式クレーンの運転のために必要な力学に関する知識）

１ ２ ３問３１ 図のように平面上でＯ点に３つの力Ｐ 、Ｐ 、Ｐ

が作用している場合に、これらの合力は次のうちどれか。

Ｄ

２
Ｅ Ｐ

ＢＣ

Ａ

３

Ｐ１

Ｏ Ｐ

（１）Ａ

（２）Ｂ

（３）Ｃ

（４）Ｄ

（５）Ｅ

問３２ 物体の重心に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）物体は、一般に重心が低く、底面が広い方が安定

する。

（２）物体の重心の位置は、どのような形状でも必ずそ

の物体内部にある。

（３）物体の置き方を変えても物体内での重心の位置は

変わらない。

（４）物体を一点づりすると、その重心は必ずつった点

を通る鉛直線上にある。

（５）物体を少し傾けた場合に、重心を通る鉛直線が物

体の底面を通るときは物体は倒れない。

問３３ 物体の質量、比重に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）鋳鉄１ｍ 当たりの質量は、およそ７.２ｔである。３

（２）物体の体積をＶ、その物体の単位体積当たりの質

量をｄとすれば、その物体の質量Ｗは、Ｗ＝Ｖ×ｄ

で求められる。

（３）比重の大きいものから並べると、鉛、鋼、アルミ

ニウム、コンクリート、木材の順となる。

（４）形状が立方体で材質が同じ物体では、一辺の長さ

が１/２倍になると質量は１/４倍になる。

（５）物体の質量は、空気中でも、水中でも場所によっ

て変化することはない。

移 ク

７／８

問３４ 直径２８cmの丸鋼の軸方向に３０８kＮの圧縮荷重が

作用するとき、この丸鋼に生ずるおよその圧縮応力は

次のうちどれか。

２（１）１Ｎ/㎜

２（２）２Ｎ/㎜
２（３）３Ｎ/㎜

２（４）４Ｎ/㎜

２（５）５Ｎ/㎜

摩擦力に関し、次のうち誤っているものはどれか。問３５

（１）静止している物体が他の物体との接触面に沿った

力を受けるとき、接触面に働く抵抗を静止摩擦力と

いう。

（２）物体に働く運動摩擦力は、最大静止摩擦力より小

さい。

（３）運動摩擦力の大きさは、物体の接触面に作用する

垂直力の大きさと接触面積の大きさに比例する。

（４）最大静止摩擦力は、物体の質量や接触面の状態に

関係がある。

（５）円柱状の物体を転がす場合と引きずる場合を比べ

ると、物体に働く転がり摩擦力は滑り摩擦力より小

さい。

問３６ 物体の運動等に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）物体の運動の速い遅いの程度を示す量を速さとい

い、単位時間に物体が移動した距離で表す。

（２）物体に円運動をさせる力を向心力(求心力)という。

（３）速度が１０秒間に１０ｍ/ から３５ｍ/ になったs s

ときの加速度は２５ｍ/ である。s
２

（４）運動している物体は、外部から力が作用しない限

り、永久に同一の運動を続けようとする性質がある。

（５）静止している物体を動かしたり、運動している物

体の速さや運動の方向を変えるためには力を加える

必要がある。



問３７ 図のような組合せ滑車を用いて、質量Ｗの荷をつり

上げ支えるとき、それぞれのロープにかかる張力Ｆと

して、誤っているものは次のうちどれか。

ただし、ｇは重力の加速度とし、滑車の質量及び摩

擦等は考えないものとする。

（１） （２） （３） （４） （５）

Ｆ

ＦＦ

Ｆ
Ｆ

Ｗ

ＷＷ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ ｇＦ＝－ｇ Ｆ＝－ｇ Ｆ＝－ｇ Ｆ＝－ｇ Ｆ＝Ｗ
４ ３ ２ ２

問３８ 荷重に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）荷をつり上げて静止した状態のように、力の大き

さと向きが変わらない荷重を静荷重という。

（２）一箇所又は非常に狭い面積に作用する荷重を分布

荷重という。

（３）荷をつった移動式クレーンのジブには、曲げ荷重

と圧縮荷重がかかる。

（４）つり荷を急激につり上げると、ワイヤロープには

衝撃荷重がかかる。

（５）荷をつった移動式クレーンのフックには、引張荷

重と曲げ荷重がかかる。

移 ク

８／８

問３９ 図のように質量８ｔの荷を４本の玉掛け用ワイヤロ

ープを用いてつり角度９０°でつるとき、使用するこ

とができるワイヤロープの最小径は次のうちどれか。

ただし、４本のワイヤロープには均等に荷重がかか

るものとし、また、ワイヤロープの切断荷重はそれぞ

れに記載したとおりとする。

90°

８ｔ

ワイヤロープ 切断荷重

の直径(㎜) (kＮ)

（１）１６ １２６

（２）１８ １６０

（３）２０ １９７

（４）２２ ２３９

（５）２４ ２８４

問４０ 図のようにおもりをつるしたてんびん棒が支点Ｏで

つり合っているとき、Ｂ点にあるおもりＰの質量は、

次のうちどれか。

ただし、てんびん棒の質量は考えないものとする。

７０cm

３０cm ２０cm

Ａ ▲ Ｂ Ｃ
Ｏ

４０kg １０kgＰ

（１）２０kg

（２）３０kg

（３）４０kg

（４）５０kg

（５）６０kg

（終 り）


